
 手賀沼の岸沿いには丈の高い草地「ヨシ原」が広がっていま

す。ヨシ原は、ヨシをはじめとする植物から成り立っていて、

多くの生き物の住み場所となっています。 

 夏は手賀沼で幼虫時代を過ごすトンボの種類と数がもっとも

多くなる時期です。今日は、沼のトンボたちや魚の採集を通し

て、手賀沼の環境の中でヨシ原がどんな役割をもっているのか

観察してみましょう。 

  

▲水辺の草地で交尾するアジアイトトンボ。トンボの雄は、雌の
頭を腹の先端でつかみ、腹の先にある生殖器から胸にある副性器
（ふくせいき）に移した精子を雌に渡して交尾する。 



ヨシ原のなりたち 

 手賀沼のヨシ原は、主に3種の植物から構成されています。最も
浅いところから深いところに向けて、ヨシ（アシ）→マコモ→ヒメ
ガマの順番に生えています。ヨシが生えるよりもさらに乾燥した場
所には、オギやススキなどが生えます。 

ヨシ原は生き物たちのゆりかご 

▲ヨシ原の中に作られたオオヨシキリ  
 の巣。茎に草を編みこんで作る。 

てがたんコースの夏のトンボと魚 
てがたんコースの水辺で8月に見られるトンボと魚を紹介します。 

色々な水辺の環境に生育し、
丈は3ｍほどになります。茎
はすだれなどに使われます。 

長い緑色の葉で、丈はヨシ
ほど高くなりません。根は
大型水鳥の餌になります。 

他の2種に比べて濃い緑の 
細長い葉を持ちます。茶色の
目立つ穂を付けます。 

ヨシ マコモ ヒメガマ 

モツゴ タモロコ タイリクバラタナゴ 

ウチワヤンマ オオヤマトンボ コシアキトンボ 

大型のサナエトンボの仲間。 
杭などに水平に止まります。 

大型のヤマトンボの仲間。 
水際をパトロールしています。 

腰の白いトンボ科の仲間。
汚れた沼を好みます。 

コフキトンボ シオカラトンボ ウスバキトンボ 

特徴的な姿勢で翅を立てて
沼の中の草に止まります。 

沼沿いの水路から発生する
普通に見られるトンボ。 

本州ではヤゴが越冬できず
に、冬に死んでしまいます。 

在来種 在来種 外来種 

 ヨシ原は、水際の浅く水温の高いところにできるため、多くの魚
がヨシ原に卵を産み、稚魚はヨシ原の周辺で育ちます。ウチワヤン
マなど多くのトンボの幼虫は魚や他の小動物を食べて育ちます。ま
た、オオヨシキリなど多くの鳥がヨシ原の中に巣を作って繁殖し、
周辺でヒナの世話を行います。 

▲ヨシ原の周辺で育つオオヨシキリの  
 幼鳥。クモやバッタが主な餌。 


